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経営協議会開催 

２０２４年度期末決算概況発表 
◆【連結】全てのセグメントで増収！３期連続の黒字決算！  

◆【単体】減価償却費など増えるも鉄道運輸収入増を受け、２期連続の黒字決算！  

ＪＲ四国労組は、４月３０日に開催された経営協議会において、「２０２４年度

期末決算概況」について会社より説明を受けた。（詳細は別紙参照） 

  【連結決算の推移】 営業収益は４期連続で増加し、３期連続の経常黒字 ( 単位：億円)  

【単体決算の推移】 営業収益は４期連続で増加し、２期連続の経常黒字 ( 単位：億円)  
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［連結決算概況］ 

2024年度は、中期経営計画2025の4年目として次の飛躍につなげるべく、「鉄道事業に

おける収益拡大施策の推進」「構造改革の加速」「非鉄道事業における最大限の収益拡

大」を重点実施項目として経営基盤強化に向けた施策を推進しました。 

具体的には、松山駅高架化開業、「しこくスマートえきちゃん」のバージョンアップ、

8000系特急電車のリニューアル編成増備などによる利便性向上施策に取り組んだほか、瀬

戸大橋線ご利用3億人キャンペーン、ものがたり列車運行開始10周年などの各種営業施策

の実施に加え、新規開業した「高松オルネ」「ＪＲ松山駅だんだん通り」での誘客・販促

施策、収益不動産の取得、分譲マンションの販売促進等に取り組むなど、グループ一体と

なり収益拡大に努めました。また、「新しい価値・サービスへの創造」へのチャレンジと

してM&A戦略に取り組んでおり、今年度は㈱基礎建設コンサルタント、四国医療器㈱の2社

の株式取得をしております。 

これらの取り組みの結果、全てのセグメントで営業収益は増収となりました。 

また営業外損益でも、国からの「経営安定基金の下支え」支援による機構への貸付が進

捗したことにより受取利息が増加したことで経常利益も増益となり、当期純利益は２期連

続の黒字となりました。2025年度は、中期経営計画2025の集大成であり、更なる飛躍を

目指す年度と位置づけ、引き続き「安全の確保」を事業運営の根幹に据えつつ、「Good 

Challenge」を合言葉に前向きなチャレンジを積み重ねていくとともに、長期経営ビジョ

ン等の実現に向けてグループ一体となり各種施策に取り組んでまいります。 

 

［単体決算概況］ 

◆営業収益  ３０４億円（対前年１１億円の増加） 

移動需要の回復を受けて鉄道運輸収入が増加（2019年度も上回る）。 

◆営業利益 ▲１４８億円（対前年 ７億円の悪化） 

営業費は、修繕費（撤去工事費・除却費含む）、減価償却費などが増加し、全体で１

９億円の増加。 

◆経常利益   ３３億円（対前年度 ２億円の改善） 

  基金運用益は機構貸付が進捗したことによる受取利息の増加などで増益となった。ま

た前年度の子会社関係引当金の戻入益の反動減を受けてその他営業外損益は減少したも

のの、営業外損益全体では５億円の増加。 

◆当期純利益  ２９億円（対前年度 ８億円の改善） 

特別損益は、子会社株式の評価減などにより2億円悪化し、法人税等を加味した当期

純利益は8億円減少の29億円。 

以 上 






















